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今なぜ観光か　― 観光の意義と重要性 ―
○【産業としての重要性】観光は、今後、ゆとりや潤いのある生活を求める国民意識の高まりや、経済的・

時間的に余裕のある高齢人口の増大に伴い、21 世紀の成長産業になるものと期待

○【地域振興に果たす役割】自然や歴史など地域が有する資源を活用した観光振興は、まちづくりの重要な

柱であると同時に、地域経済の活性化をもたらす効果

○【社会の安定化の意義】観光を通じた余暇活動の充実は、国民の活力、創造力を生み出す源泉。また、自

然との触れ合いは情操教育の一環となり、少年犯罪に対する一つの処方箋として期待

○【国際的な相互理解の促進に果たす役割】観光を通じた諸外国との人的交流は、日本人の「内なる国際化」、

国際的な相互理解の増進、平和の促進にも大きく寄与

わが国観光を取り巻く現状
○ しかしながら、わが国において観光は単なる物見遊山とみなされ、他の生産活動に比べて軽視されて

きた結果、観光を振興するための基盤整備がなされてこなかった。

○ また、毎年 1,600 万人以上の日本人が外国を訪れるにもかかわらず、日本を訪れる外国人観光客は依

然として 4 分の 1 強に止まっている。

21 世紀におけるわが国観光のあり方　　～あたらしい国づくりのために～
１．誰もが楽しめる観光（ユニバーサル・ツーリズム）の推進

　＊ 高齢者や身体障害者等が困難を伴うことなく移動できるようなバリアフリーの観光まちづくりに取り

組むこと（ユニバーサル・ツーリズム）が急務

２．自然環境や歴史遺産に配慮した持続可能な観光（サステイナブル・ツーリズム）の推進

（1）文化遺産保全、まちなみ整備、景観保存のための取組み強化

　＊ 欧米の先進事例に範を取り、文化遺産等を貴重な観光資源として保全し、「持続可能な観光」を進める

ことが重要

（2）グリーンツーリズムの推進

　＊ 地域の環境や文化と結び付いたグリーンツーリズム（自然・農林漁業体験観光）は、都市と農林漁村の

人的交流の促進、山村地域の活性化、情操教育等の側面から重要

（3）環境に対する意識の向上

３．国際観光交流の推進

（1）基本的なインフラ整備

　＊ 空港、駅等の観光関連施設において、外国人観光客の視点に立った外国語表示等の整備が不可欠

（2）「高コスト観光」の是正

　＊ 国際価格競争力強化に向けた日本国内旅行商品の多様化

　　（宿泊メニューの多様化・低廉化、多様な観光ルートの提供等）

　＊ 航空運賃引下げに向けた航空利用者負担の軽減

（3）産業観光等の推進

　＊ 産業遺産、工場遺構等を観光資源とする「産業観光」の推進は、わが国発展の歴史を学ぶためにも重要

４．観光振興のための環境整備

（1）観光関連情報の受発信機能の強化

　＊ 観光情報インフラの整備（各地のタイムリーな観光情報の発信、海外向け観光専門番組の放送等）

（2）広域的かつ横断的な連携体制の構築

　＊ 省庁横断的な観光政策の実施（総合調整機能の強化に向けた首相直属の観光特別補佐官の創設）

　＊ 観光振興における産学官連携体制の構築

　　（大学における観光教育の充実・人材育成、まちづくり NPO との連携等）

（3）休暇を取得しやすい社会環境の整備に向けて

　＊ 「ハッピーマンデー」の拡充

　＊ 長期（2 週間以上）休暇制度確立に向けた企業側の努力

以　　上


